
効率化・合理化の徹底

○ 主に冷戦期に想定されていた大規模な陸上兵力を
動員した着上陸侵攻のような侵略事態への備えについて
は、不確実な将来情勢の変化に対応するための最小限
必要な範囲に限り保持することとし、より一層の効率化・
合理化を徹底

戦車・火砲の目標体制

現体制（戦車）

現体制（火砲）
目標体制（火砲）

（イメージ）

各方面隊直轄部隊
に集約

（平成２５年度末）

本州の部隊から戦車を廃止

本州・九州の火砲を集約

編成定数

○ 約１５．９万人を維持 大規模災害等にも十分な規模の部隊で対応

各師団・旅団には機動戦闘車を導入

目標体制（戦車）
（イメージ）

西部方面隊直轄部
隊に集約

北海道は師
旅団に配備

各自衛隊の体制 ー 陸上自衛隊③
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